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(57)【要約】
　本技術は、爪コーティングシステムであって、爪甲に
塗布する、爪甲を改善するのに適した爪コーティングシ
ステムを提供する。爪コーティングシステムは、２つの
成分、すなわち油性血清およびベース組成物を含む。使
用時に、最初に爪甲をアルコールおよび／またはアセト
ンで洗浄することなく、油性血清を爪甲に直接塗布する
ことができる。油性血清コートは、爪甲内のいかなる割
れや隙間も埋め、爪甲上に皮脂および水分を回復させる
ことができる。油性血清層を爪に入るように磨いた後、
ベース組成物を油性血清コートに塗布することができる
。ベース組成物が乾燥した後、ユーザはトップコート、
着色マニキュア液、仕上げ剤製品などを塗布することが
できる。結果として生じる爪甲は、改善された特徴を有
し、爪甲内の自然の皮脂および水分のレベルを回復して
いる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　爪コーティングシステムであって、
　（ａ）油性血清と、
　（ｂ）ベース組成物とを含む、爪コーティングシステム。
【請求項２】
　前記ベース組成物が、アセテート、ブチルアセテート、またはそれらの誘導体からなる
群から選択される物質を含む、請求項１に記載の爪コーティングシステム。
【請求項３】
　油性血清コーティングが、きれいな爪甲に直接塗布される、請求項１に記載の爪コーテ
ィングシステム。
【請求項４】
　前記油性血清コーティングが、皮脂および水分を前記爪甲に回復させる、請求項３に記
載の爪コーティングシステム。
【請求項５】
　前記油性血清が、前記爪甲内の隙間を埋める、請求項４に記載の爪コーティングシステ
ム。
【請求項６】
　ベース組成物コーティングが、前記油性血清コーティングに塗布される、請求項５に記
載の爪コーティングシステム。
【請求項７】
　爪コーティング組成物を使用する方法であって、
　（ａ）油性血清コーティングを爪甲に塗布するステップと、
　（ｂ）前記油性血清コーティングを前記爪甲に入るように磨くステップと、
　（ｃ）ベース組成物コーティングを前記油性血清コーティングに塗布するステップとを
含む、方法。
【請求項８】
　さらに、トップコートコーティングを前記ベース組成物コーティングに塗布するステッ
プを含む、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　さらに、マニキュア液コーティングを前記ベース組成物コーティングに塗布するステッ
プを含む、請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　さらに、トップコートコーティングを前記マニキュア液コーティングに塗布するステッ
プを含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　さらに、仕上げ剤コーティングを前記ベース組成物コーティングに塗布するステップを
含む、請求項７に記載の方法。
【請求項１２】
　さらに、トップコートコーティングを前記仕上げ剤コーティングに塗布するステップを
含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　さらに、油性血清の追加のコートを前記爪甲に塗布するステップと、
　前記油性血清の追加のコートを前記爪甲に入るように磨くステップとを含む、請求項７
に記載の方法。
【請求項１４】
　前記コーティングされた爪甲が、皮脂および水分レベルを回復している、請求項７に記
載の方法。
【請求項１５】
　前記コーティングされた爪甲が、改善された爪健康を有する、請求項１４に記載の方法
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。
【請求項１６】
　前記コーティングされた爪甲が、改善された強度を有する、請求項１４に記載の方法。
【請求項１７】
　前記コーティングされた爪甲が、改善されたマニキュア液の持ちを有する、請求項９に
記載の方法。
【請求項１８】
　爪コーティング組成物を使用する方法であって、
　（ａ）隙間を有する爪甲に油性血清コーティングを塗布するステップと、
　（ｂ）前記爪甲の前記隙間を前記油性血清で埋めるステップと、
　（ｃ）前記油性血清コーティングを前記爪甲に入るように磨くステップと、
　（ｄ）ベース組成物コーティングを前記油性血清コーティングに塗布するステップと、
　（ｅ）前記油性血清を前記ベース組成物によって前記爪甲に押し込むステップとを含む
、方法。
【請求項１９】
　前記コーティングされた爪甲が、皮脂および水分のレベルを回復している、請求項１８
に記載の方法。
【請求項２０】
　前記コーティングされた爪甲が、改善された爪健康を有する、請求項１９に記載の方法
。
【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
　本出願は、２０１６年７月２１日に出願された米国仮特許出願第６２／３６４，９２６
号に対する優先権およびその利益を主張するものであり、その開示の全体は参照により本
明細書に組み込まれる。
【技術分野】
【０００２】
　本技術は、接着性の改善、爪の水和の改善、マニキュア液の持ちの改善、爪の強度の改
善、爪の皮脂および水分のレベルの再調整、爪の柔軟性レベルの改善、爪の硬度レベルの
改善、破損、ささくれ、および脆さを含む爪の損傷の防止ならびに損傷した爪甲の修復を
含む、爪の一般的な状態の改善のための組成物および方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　ヒトの指爪および足爪のものを含む自然爪甲は、半透明のケラチンタンパク質の多層か
らなる。爪甲は、爪甲の根元にある爪床内に作られ、指またはつま先の端部に向かってゆ
っくりと運ばれ、全体的には通常、指爪へは４～６ヶ月、足爪へは最大１年かかって進行
する。爪の繊維状構造タンパク質であるケラチンは、人間の髪の毛や皮膚にも見られる。
ケラチンは爪甲に構造、強靭性、耐久性および柔軟性を自然に付与し、それによって割れ
、チッピング、破損および引き裂きに対する抵抗性を確実にする。爪甲には、爪甲を維持
し保護するために皮脂および水分も含まれている。皮脂および水分は、爪甲を滑らかに保
ち、これが乾いて壊れるのを防止する。
【０００４】
　残念なことに、爪甲は、過酷なまたは腐食性の化学物質への露出、水への過剰露出、機
械的損傷による日常の活動によって、または特定の自己免疫疾患などの感染症または病気
のために損傷を受けるようになる可能性がある。一部の爪甲はまた、様々なマニキュアお
よびペディキュア技術、例えば爪にマニキュア液を加える前にアルコールおよびアセトン
を用いて自然な油分、すなわち皮脂および水分を除去することによっても損傷を受ける。
さらに、爪甲はまた、過度に強烈で不適切に行われたマニキュア、人工ネイルまたはジェ
ルマニキュアの塗布／除去手順から生じる機械的損傷を被る場合もある。一部の人々はま
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た容易に引き裂くか、破損するか、またははがれる薄い／弱い爪甲を本質的に持っている
か、そうなっていくこともある。爪甲の強度および耐久性はまた、通常、年齢が上がるに
つれて低下する。損傷したまたは弱体化した爪甲は、感染、過度の染色／変色、またはさ
らに継続的な損傷をより受けやすくなり得る。また、加齢の結果として、爪甲はしばしば
、自然爪甲の長さにわたる様々な深さの溝が発生し得る。しばしば誤って隆起部として認
識されるこれらの溝は、爪甲の弱点として働き、これらの溝のある領域における爪甲の著
しい薄肉化の結果として爪甲に発生し得る長手方向の分裂または割れを開始する根源とし
て作用する可能性があり、またはマニキュアの泡立ちや割れに関するマニキュア液におけ
る弱点を与える可能性がある。
【０００５】
　爪甲の固有の強度、柔軟性、および水和を向上または回復させることは、爪甲が衝撃に
より良好に耐えること、および日常的な応力、ひずみなどの形で外部から加えられる物理
的な力に抵抗することを可能にする耐久性の向上をもたらす。強度、柔軟性、および耐久
性の間で達成されなければならないバランスがある。理想的な爪は、脆くはなく損傷に抵
抗する十分な強度があるが、脆くて過度に柔軟でもないなどである。さらに、爪の溝を滑
らかにすることにより、マニキュア液の持ちを改善することができる。
【０００６】
　したがって、爪甲の皮脂および水分を回復させながら爪甲の強度、耐久性、および柔軟
性を改善してマニキュア液の接着性および持ちを改善できる、爪甲改善システムを開発す
ることが望ましい。塗布が容易でありながら、既に脆い、弱い、分裂している、または以
前に損傷しているものを含むいかなる種類の爪甲にも長期にわたる強度および耐久性を提
供することができる爪改善組成物を開発することも望ましい。さらに、爪甲への化粧製品
の塗布のための強固なベースとして働きながらも、爪甲および爪甲の健康を修正および保
護することができる爪コーティングシステムを作りだすことが望ましい。
【発明の概要】
【０００７】
　本技術は、爪コーティングシステムであって、爪甲の強度を改善し、爪甲の欠陥を滑ら
かにし、爪甲の皮脂および水を回復させ、カラーマニキュアまたはペディキュア用のネイ
ルラッカーの接着を改善し、マニキュア液を含まないきれいな爪甲を用意した後、アルコ
ール、アセトン、および／またはホルムアルデヒドなどの爪甲を剥離する化学薬品を使用
せずに高品質の爪トリートメントプロセスを結果としてもたらすことができる、爪コーテ
ィングシステムを提供する。
【０００８】
　１つの態様では、本技術は、油性血清およびベース組成物を含む爪コーティングシステ
ムを開示する。ベース組成物は、スクロースアセテートイソブチレートを含むことができ
る。さらに、油性血清コーティングは、油分および水分でコーティングされた爪甲に直接
塗布され、油性血清コーティングは、油分および水分を爪甲に固定することができる。油
性血清は、爪甲の隙間を埋めることもできる。ベース組成物のコーティングを油性血清コ
ーティングに塗布することができる。
【０００９】
　一態様では、本技術は、爪コーティング組成物を使用する方法であって、油性血清コー
ティングを爪甲に塗布するステップと、油性血清コーティングを乾燥させるステップと、
ベース組成物コーティングを油性血清コーティングに塗布するステップとを含む、方法を
開示する。一実施形態では、トップコートをベース組成物コーティングに塗布することが
できる。一実施形態では、マニキュア液コーティングをベース組成物コーティングに塗布
し、続いてトップコートコーティングを塗布することができる。一実施形態では、仕上げ
剤コーティングおよびトップコートコーティングをベース組成物コーティングに塗布する
ことができる。
【００１０】
　一態様では、本技術は、爪コーティング組成物を使用する方法であって、隙間を有する
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爪甲に油性血清コーティングを塗布するステップと、爪甲の隙間を油性血清で満たすステ
ップと、油性血清コーティングを乾燥させるステップとを含む、方法を開示する。ベース
組成物は、油性血清コーティング上にコーティングされ、それによって油性血清を爪甲に
押し込むことができる。
【００１１】
　これらおよび他の態様および実施形態は、以下の詳細な説明を参照してさらに理解され
る。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】爪表面上の爪コーティングシステムの断面図である。
【図２】爪表面上の爪コーティングシステムおよびトップコートの断面図である。
【図３】爪表面上の爪コーティングシステム、マニキュア液、およびトップコートの断面
図である。
【図４】爪表面上の爪コーティングシステム、仕上げ剤、およびトップコートの断面図で
ある。
【図５】爪コーティングシステムを使用するための様々な任意選択肢を詳述するフローチ
ャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　別途指定されない限り、図は一定の縮尺ではない。図は、本技術の態様および実施形態
を例示することを目的としており、本技術をそこに例示されている態様に限定することを
意図していない。本技術の態様および実施形態は、以下の詳細な説明を参照してさらに理
解することができる。
【００１４】
　本技術は、爪コーティングシステムであって、爪甲の強度を改善し、爪甲の欠陥を滑ら
かにし、爪甲の皮脂および水分を回復させ、カラーマニキュアまたはペディキュア用のネ
イルラッカーの接着を改善し、アルコール、アセトン、および／またはホルムアルデヒド
などの化学薬品を使用せずに高品質の爪トリートメントプロセスを結果としてもたらすこ
とができる、爪コーティングシステムを提供する。
組成物
【００１５】
　本技術の爪コーティングシステムは、２つの成分、すなわち油性血清成分とベース成分
とを含む。各成分は、単一の成分またはいくつかの異なる成分を含むことができる。
【００１６】
　爪コーティングシステムは、油性血清を含む。油性血清は、任意の適切な種類の液体ま
たはゼラチン状物質である。油性血清は、任意の適切な物質から構成され得る。物質の量
は、油性血清内のバッチサイズおよび他の成分の量に基づいて変わり得る。
【００１７】
　油性血清は、その成分物質を任意の適切な方法で、例えば順次に、一度に、または様々
な段階で組み合わせることによって調製することができる。一実施形態では、これらの成
分は、その場で形成することができる。別の実施形態では、成分は、予備成形された物質
であってよい。調製後、油性血清成分は、任意の適切な容器、例えば標準的なガラスマニ
キュア液容器に保存することができる。
【００１８】
　爪コーティングシステムはまた、ベース成分を含む。ベース成分は、液体成分である。
ベース成分は、それだけに限定されないが、アセテート、ブチルアセテートおよび／また
はそれらの誘導体を含む任意の適切な物質から構成され得る。これらの物質の量は、ベー
ス成分内のバッチサイズおよび他の成分の量に基づいて変わり得る。一実施形態では、ベ
ース成分は、アセテート、ブチルアセテートおよび／またはそれらの誘導体を含む従来の
マニキュア液配合物であってよい。
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【００１９】
　ベース成分は、その成分物質を組み合わせることによって調製することができる。油性
血清成分は、任意の適切な方法で、例えば、順次に、一度に、または様々な段階で組み合
わせることができる。一実施形態では、これらの成分は、その場で形成することができる
。別の実施形態では、成分は、予備成形された物質であってよい。ベース成分は、任意の
適切な容器、例えば標準的なガラスマニキュア液容器に保存することができる。
使用方法
【００２０】
　調製後、爪コーティングシステムは、それだけに限定されないが、ブラシで、ローラー
で、スプレーすることによって、落下させることによってなどを含む任意の適切な方法に
よって爪に塗布することができる。一実施形態では、爪コーティングシステムは、マニキ
ュア液用途に一般的に使用されるような標準的なブラシアプリケータによって塗布するこ
とができる。
【００２１】
　本技術は、爪コーティングシステム１００を用いて爪甲をコーティングする方法も含む
。図１に示すように、爪コーティング組成物は、指またはつま先１１０の自然爪に塗布す
ることができる。爪コーティングシステムが塗布される前、爪は、それまでのネイル製品
、ローション、および他の化粧製品を含まなくてよい。マニキュア液は、それだけに限定
されないが、アセトンまたは他のマニキュア液リムーバーを含む任意の適切な手段によっ
て爪から除去されなければならない。爪は、アセトンおよび／またはアルコールでさらに
洗浄および／または乾燥させる必要はない。爪を含む手／足は、爪コーティングシステム
１００を塗布する前に石鹸および水で洗浄し、乾燥させなければならない。
【００２２】
　爪コーティングシステムを塗布する方法は、油性血清およびベース組成物製品を保持す
る容器を任意選択により振とうするステップを含む。対象となる爪は、アセトンまたは他
の適切なマニキュア液リムーバーの使用を含む任意の適切な手段によって残留マニキュア
液を取り除かなければならない。その後、手および／または足を石鹸で洗って乾かし、爪
および周囲の皮膚から古いローション、汚れ、ゴミなどを注意深く除去しなければならな
い。爪はマニキュアハサミまたはネイルクリッパーでトリミングされてよく、甘皮および
他の皮膚は、マニキュアおよび／またはペディキュアで通常行われるように維持すること
ができる。次に、油性血清１１２を、爪甲１１４および甘皮を含む指関節までの周囲の皮
膚かつ爪の自由縁下に直接塗布することができる。このステップは反直感的なものであり
、その理由は、通常のマニキュア／ペディキュアプロセスでは、爪甲はまず皮脂油を除去
するためにアルコールで洗浄され、爪甲から水分を除去するためにアセトンで洗浄される
ためである。このステップは、自然の保護皮脂および水分を除去しながら爪を乾燥させ、
爪甲を乾燥して脆くしたままにし、すなわちさらなる損傷を受けやすくする。
【００２３】
　本発明の爪コーティングシステムでは、油性血清１１２は、自然な皮脂および水分をま
だ含む爪甲、すなわち、アルコール、アセトン、またはその他の刺激の強い化学物質およ
び／または乾燥剤で処理されていないものに直接塗布されなければならない。ここで、油
性血清１１２は、爪甲１１０に直接付着し、それだけに限定されないが、人工ネイルもし
くはジェルマニキュア液の塗布および除去を含むこれまでの爪トリートメントからの損傷
によって、または接触による損傷によって、または病気または疾患による自然爪の成長の
パターンによって引き起こされたいかなる自然の隙間１１６も埋める。次いで、油性血清
１１４は滑らかな爪甲表面を作り出して、ネイル製品の次の層のより良好な接着を可能に
する。油性血清１１４は爪に吸収され、既に存在する皮脂および水分を固定し、追加の皮
脂および水分の生成を促進して爪甲を矯正し、その自然で健康な状態に回復させるのを助
ける。
【００２４】
　油性血清１１４のコートは、ユーザの爪甲１１２の上を滑らかに覆うのに十分な任意の
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適切な量で塗布することができる。油性血清１１４の乾燥時間は、それだけに限定されな
いが、油性血清のコートの厚さ、爪コーティング組成物プロセスの場所における条件およ
び温度などを含む様々な要因に基づいて変動し得る。次いで、油性血清１１４は、磨き布
の小砂粒側または他の任意の適切な材料で磨かれる。磨きプロセスは、爪甲１１２からケ
ラチンの緩い層を磨き落とし、油性血清１１４を爪甲に押し込む。油性血清１１４の全て
が爪甲１１２および周囲の皮膚に吸収される場合、ユーザは、油性血清１１４の最初のコ
ートが吸収された後に油性血清１１４の追加のコートを塗布することを選択することがで
きる。磨き段階は、適切な量の油性血清１１４が塗布されたサインとなる、爪甲１１２が
油性血清１１４の吸収を止めるまで繰り返される。この時点で、ユーザは、自分の爪甲１
１２をスムーザ（例えば革または磨き布の砂粒ではない側）で磨き始める。この第２の磨
きプロセスは、染みつきの靴を磨くのと同様のプロセスで、残りの油性血清１１４をさら
に爪甲１１２に押し込み、油性血清１１４を均一にブレンドする。磨きに必要な時間は、
人、爪の状態、爪から除去されるケラチンの量、および塗布されたおよび／または爪に残
っている油性血清の量に依存する。また、爪を磨く段階は、磨きプロセスが乾燥爪甲上で
完了する通常のマニキュア／ペディキュア工程に対して反直感的なものである。乾式磨き
は、ケラチンの層を除去すること、爪甲をひっかくことなどによって爪甲に損傷を与える
可能性がある。ここでは、油性血清でコーティングされた爪を磨くことで、爪甲の損傷を
防ぎ、実際には、爪甲を改善し、緩いケラチンを除去しながら、油分および水分の自然な
バランスを回復するのを助ける。
【００２５】
　油性血清コート１１４が吸収された後、ベース組成物１１８のコートを油性血清コート
１１４に直接塗布することができる。ベース組成物１１８はさらに、油性血清を爪甲に「
押し込み」、それによって爪甲１１２およびその隙間１１６へのその付着を強化すること
ができる。隙間を埋めることにより、次の製品層を塗布する滑らかな爪甲表面が可能にな
る。ベース組成物１１８のコートは、爪上の油性血清コートを完全に覆うのに十分な任意
の適切な量で塗布することができる。ベース組成物１１８の乾燥時間は、それだけに限定
されないが、ベース組成物のコートの厚さ、ネイルコーティング組成物プロセスの場所に
おける条件および温度などを含む様々な要因に基づいて変動し得る。ベース組成物１１８
は、環境にさらすことによって乾燥させることができ、または指１００を乾乾燥機内およ
び／または乾燥時間を加速させるために加熱ランプ、例えば、ＵＶ光またはＬＥＤ光内な
どに置くことができる。ユーザは、均一にコーティングされたと思わない場合、ベース組
成物の第１のコートが乾燥した後、ベース組成物の第２のコートを塗布することを選択す
ることができる。
【００２６】
　爪コーティングシステムが塗布されると、コーティングされた爪甲にはいくつかの予期
せぬ利点が結果としてもたらされる。まず、最終的な生成物は、高品質のコーティングさ
れた爪甲である。爪甲は、その自然の皮脂および水分を回復させ、それによって他の爪ト
リートメントシステムで処理されたものよりも強度の向上および脆くない乾燥爪などの爪
の健康を結果として改善する。第２に、爪コーティングシステムは、ホルムアルデヒド、
アルコール、アセトンなどを含む、爪甲を剥離するさまざまな化学薬品を使用することな
くそこにあるためより健康的である。第３に、コーティングされた爪甲は、滑らかな爪甲
表面を示す。滑らかな、コーティングされた爪甲に塗布される任意の追加の製品は、改善
された接着性を有し、隆起部および隙間周りの弱い箇所で欠けおよび／または泡立ちにく
くなり、より長続きするマニキュア液の持ちをもたらす。通常のマニキュア／ペディキュ
アのルーチンは追加の化粧ネイル製品のより良好な接着を作り出すために爪甲から自然の
皮脂および水分を除去することを含むので、これらの結果は予想外である。さらに、本発
明の爪コーティングシステムの油性血清などの油分で処理された爪甲にはマニキュア液は
付着できないので、その結果は予想外である。第４に、本発明の爪コーティングシステム
によって処理された爪甲は、それらの改善された強度、柔軟性、水和、およびバランスの
取れた皮脂および水分のレベルにより、損傷を受けにくく、例えば割れ、分裂、剥離など
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が起こりにくいため、より速く成長することができる。これはまた、爪甲を強化／硬化さ
せるかまたは爪を保湿し得る現在のシステムと比較しても独特である。現在のシステムは
両方を同時に行うことはできない。むしろ、現在のシステムは、爪甲の強化と保湿との間
を行ったり来たりして切り替え、その結果、爪甲は、任意の所与の瞬間では本発明の爪コ
ーティングシステムの利点の少なくとも一部を欠いている。
【００２７】
　図２および図５に示す実施形態では、爪甲２１４は、爪コーティングシステム２００を
用いて油性血清２１２を塗布することによって処理され、続いて磨き、油性血清２１２の
追加のコートを塗布し、爪甲隙間２１６を埋め、緩いケラチンの無い滑らかな爪甲２１４
表面を作り出し、皮脂および水分の自然なバランスを回復させることができる。ベース組
成物２１８のコートを油性血清２１２コートの上に塗布することができる。最後に、トッ
プコート２２０をベース組成物コート２１８に塗布することができる。トップコートは、
爪コーティングシステムを密封し、爪甲に光沢のある、手入れの行き届いた仕上げを提供
することができる。
【００２８】
　図３および図５に示される実施形態では、爪甲３１４は、爪コーティングシステム３０
０を用いて最初に油性血清３１２を塗布することによって処理され、続いて磨き、油性血
清３１２の追加のコートを塗布し、爪甲隙間２１６を埋め、緩いケラチンの無い滑らかな
爪甲３１４表面を作り出し、皮脂および水分の自然なバランスを回復させることができる
。ベース組成物３１８のコートを油性血清３１２コート上に塗布することができる。標準
のマニキュア液３２２、例えば着色ネイルラッカー、テクスチャードネイルラッカーなど
のコーティングをベース組成物３１８のコートに塗布することができる。これは、指また
はつま先に色や質感のポップを提供する。最後に、トップコート３２０をマニキュア液コ
ート３２２に塗布することができる。トップコート３２０は、爪コーティングシステムお
よびマニキュア液を密封し、爪甲上に光沢のある、手入れの行き届いた仕上げを提供する
ことができる。様々な実施形態では、異なる色、模様、デザインなどをマニキュア液コー
ト３２２内の爪甲上に重ねることができる。
【００２９】
　図４および図５に示される実施形態では、爪甲４１４は、爪コーティングシステム４０
０を用いて最初に油性血清４１２を塗布することによって処理され、続いて磨き、油性血
清４１２の追加のコートを塗布し、爪甲隙間２１６を埋め、緩いケラチンの無い滑らかな
爪甲４１４表面を作り出し、皮脂および水分の自然なバランスを回復させることができる
。ベース組成物のコート４１８を油性血清４１２コート上に塗布することができる。仕上
げ剤４２４、例えば、光拡散体、ケラチンフィラーなどの仕上げ成分を含む組成物のコー
ティングを、ベース組成物４１８のコートに塗布することができる。これは、指またはつ
ま先に自然な仕上がりを提供する。最後に、トップコート４２０を仕上げ剤コート４２４
に塗布することができる。トップコート４２０は、爪コーティングシステムおよび仕上げ
剤コートを密封し、爪甲上に光沢のある、自然な、手入れの行き届いた仕上げを提供する
ことができる。
【００３０】
　本技術は様々な例示的な実施形態を参照して説明されてきたが、当業者は改変形態を思
い付くことができ、本出願は、そのような改変形態および発明を本発明の範囲に含まれる
ものとして包含することを意図することが理解されるであろう。
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